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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、精神科デイケアを利用している精神障害者の生活習慣と肥満の関係について

検討したものである。精神障害者におけるBMI 25以上の肥満の頻度は、健常者に比べて高

く、男性で42.4%、女性で54.7%であった。特に肥満の男性患者では、体型の満足度とBreslow

健康得点の双方が有意に低値であったことから、自身の肥満の様子を認識はしているが、

それを改善するための生活習慣変容ができていない状況が示唆された。肥満を改善するた

めには、精神障害者に適した生活習慣への介入が必要であると考えられた。本論文の内容

は、精神障害者の肥満防止のためには、精神科デイケアの利用などを通じた生活習慣の改

善が重要であることを示すものであり、明らかに学術水準を高めたものと認められる。 


